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銀河の広域探査を行うために、野辺山 45 m電波望遠鏡搭載に向けた 100 GHz帯連続波カメラの開発を進めて
いる。電波カメラの焦点面検出器は、ダブルスロットアンテナと結合された力学インダクタンス検出器 (MKID)
である。2017年度に製作した 109素子のMKIDについて、実験室での光学性能評価 (村山ほか, 2018年秋季年会
V117c) の後、野辺山 45 m電波望遠鏡への搭載試験を行った。電波カメラとしては 2016年末の試験 (永井ほか,
2017年秋季年会V107a) に続き 2回目の搭載である。また、実験室におけるフーリエ変換分光計による測定によ
り設計通り 100 GHz帯に感度を持つ周波数特性を確認している。
搭載試験は 2018年 5月 10日から 6月 1日にかけて行った。45m鏡への搭載、焦点面温度 64 mKへの冷却の

後、実験室と同様に 101個 (93%)のMKID共振ピークを確認し、光学応答と雑音特性の測定を行った。望遠鏡を
用いた測定は、5月 18日から計 11日間にわたり、大気および月の仰角スキャン、惑星 (木星, 金星, 火星)、電波
点源 (3C84)などのラスタースキャンを行った。本講演では、主に火星を用いて得られた感度、ビーム特性、効
率について報告する。観測モニタや時刻同期機構などデータ取得システムの新機能についても紹介する。


